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　　　　　　　　　　序　　　言

　この調査雷め主な嘗的隔は、国連の高点鼠紙平和剥甫の

次議・K関．蓮．して計画されたθ／4尺ρの主要面谷であ7る全〉

世界的大喜活動の、同蒔虫笛のための4御の静止気象：衛

夏，打上げ’帥画に、わが国かぐ、参加す乃か否が歯，最終

・的に決定すみための資料ぎ欧米．各薗〃）関鮎擬衡より蒐集

し・こ枢整現検討しτ、麻軸よ心落瞬発面会

に報歯すみことである．

　調査圃ば、2週：瞬という暇られた日数では：あったオぐ、

米国においては国務省，爺：室宇宙厨，海〉羊大気庁その他

瞬係メーガー左、仏国においてば、欧州・三密研杢綴構．

字宙湯壷本郡お・よゲ・放射言fメーカー左，　また、スイスK

おいては、世界気象擬関一、（租尺富合再臨：綴委守谷之訪

落して、予め鯨1重いて輔さ趣調＝血続蜘（祝つ

いて　　衡’疑、万さ・答お・よδズ資料め惹集き：行な叱った＝。

　言胃宿：闘魂文ぱ少なかった次’、調査∫民謡ぎ．i鞍別して再費かご

夫々・分担＝したこ一ど、　出発・前に事務当1局面努かく．よって，試

みの孝備声なきれ、事煎く者方の質問事頂かぐ先方口云蓬



ざれたこヒ、あ・よひご雛日噛本大使館職買め積極的な努が

緬一たこと膨1（よ9・我々循前1ま紛に齪畝

た毛めとイ葛ぴてい．る。

　誌に　　本調査1団弓の調査結果を整理レて報告書とすろ次

矛であみ．

　最後に、本調査園の使命蓬成のために、事前準嗜その

他に協が熱燭醇務営め難民海タ斥あうて直接調

査厨に協力・された日本大使館担当喜およ〃ぐ頂遊：在蟹の関

係日’本崎社の社一員め方々に深謝申し上ヴ・る。

　　　　昭和4ク」手フ耳ノ∠ぐ日
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／、気象衛星誹画調査屠’概婁．

／’／縄の目的

　　せ界気象＝綴聞くw月のお・よが囲際舞孝淫含（l

　　o、8のの紫冒企画による髭謝～メ（気向懇計画（亨ハ

　丁尺のにぽ、夫豪の状態重企地掠幽規模にみ6＼て、

　同碍に把握す6ために、4：拒「のノ系敦観；則薫欝止衛：星

　　ま‡〈「上歩るブ”ロジ’エクトベ紙鉢．ま淑て6＼る6、ぐ、　この

　　プdiゾェクトのうξ）・　3！｛質の葎で星1てク‘＼〈ぱ、　す’で

　照氷厨バユ個・ヨー冒ツノ＼・宇宙研宛：搬；講（三ず尺の

　かぐ／・飼、そボぞ’淑担琢す6¢とべ疾髪邑峨くいう。

　姦う／イ函、すなわち、面部太卑タ羊と東都ア三ごア壱カ

　ベーする衡星については、ま：だ担旨すべ製零べ包ま

　フ〈6＼攻いうぐ・わ三図に引慶けく1ぼしいとしの国際的

　髪矯かミ弦《なク〈乞くびる。

　　　《のよ：うな期祷’バ高まつくく含ρ｝ま、わ疎蔭の・彦

　診る国際角嫁位鋤レく当然⑦乞と（ヨ《あ含加、O

　の髪請｛Z飛す・るろ＼否6＼藍疹める彪めにぱ、わ於囲と

　　レ℃εの衝星の痢終ぐ打上歩孤較衡的麩灘雛

　筍能6＼ど労＼・ま苑突行ずるZととした場合、ど’の
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ような尋致方落にようく8包△どいうような魚窪、じ

ゆう訳×・鹸封レなげ・即前琢ラなご・。

　傷収ρのスケジ2一ルビの肉係毛あり、わべ闘

とレ〈は、いま々錫のの諸固綴～こフ・＼〈と多くご乏

方針乞驚‘z・6＼磁・終白露》艇脅嬢1誕ま

ら爪く‘・るので、¢の庚断ま行勧斥のの資料とし

く・函際綴蔚・ぐ欧氷各凶ぞ齢1ナる嫁象衛星計圃の美

態・〈銑A限戸の推費陳制等迄調査し、その結累玄政

蔚およ亟穿宙碕発番浸釧て・擬幽す6¢ど匁…左彦る目【

的どしく、気象衝塵試圃調資囲の玖遣バ庚定乞水彪．
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z総論
　z一／　（耕κ1ρの愛冠と各宮の熊度

　　　ノタ∠／ム手ノえ痔、う才・イグ匡：「国㌧蓮磁ミ含で、　「穿宙

　　空両平和利用た肉すr｝冒際協か」の決譲次・派択さ赦

　　の易導椥醜駝使し、断鮒灯紀撲での気象観測綱

　　の拡充、、手報能力の増大等覚はつ＼り気象業務をi肇躍

　　粛に発展させ弓2ヒを冒討ヒす多気象監視（WwW）

　　計画を策定した，また．二二鄭漣合（1ε働）で

　　｝訂、www計画の導両的劇赫ち冒『的ヒした「地京

　　大恥発言亘碗P）回し肱、議

は⊂れをwwW計画の一環として淫行すr多ため、工e

、9ソヒ協議・し、／タ5ク杢手秋）エ〉し／昭0ヒエCεし1γ之

よる（辛AκP倉同組織委賃会（（一尺P－Joc）邊

設：歯した

　弓A疋Pの冒的は．記田入気に関すろ知識を終

躍的一丁させ、大気大循勲機灘究豆蔦し六気

の数値毛デ1しの改滋を行）診ζ気稼手報の精度を向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐクつ



馴押叩ダ

上＝させう2どにあ弓．

　丁Oq；‡、2〃り旨耐を塵滅させr5ため、4富め静

止気象衝豊により沼地嫁総記詰手壇テ為う才ノ次砕

　・A尺1フノ全身ミ；観測（‘F（皐（穿E）を策二三した　・またご戸’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

！（三石を行灯う前に欝床しておくべ一き気象妬め再題

1然あり、ごれわを解洪すづため、各種サブフ・げグラ

　ム久イ宿威された、

　　各訂ぱ、夫々の立場汐＼らF（デ（テ五を威コガさせづた

　め、2のサブデログラムのための観測準蒲を着そヒ

　進めて1｝う

　　F6レG亘のための4掴’の静止気象衝星につし）て獄

　米国がえ掴、ピ8κ⑫ぐノ哲を夫ぐ・分担すづこ．ヒ：久既

　に．決、定してい『う

　　米阿では、最初の5凹∫一口ぐノタク3年〃肩

　）こ面径／〃〃度に．翌年春にく9仰8一βカぐ東大面）津

　）こ打上げ’われぐ（勃κPのサブ’フ’ログラムであう砕

　ハア印た初観測をノタク4午蹄～8肩）訓サ．

　て4了ない、《終ア後．5リロ5㌧派を面高ノ、ゴク蔑）⊂、

　・∫〉層｛9一θを面径ク〃度に移す2ヒ：に面って⇔ヲ、

く幻

鐘

◎

昔た、ノタク∠年後半にぱ、気旅の’位：置測足」於でき

ろ下1κ05』一く！・η打上ザカぐ手足一されていう

蹴。では、砕E図ε（注；鵬腐一）濃

／タ76与末に打上げるべく討画を進めてU弓．

　残りの面太平洋地域の静止気象衛星にっ（1ても、

での蒔二賄に打右上．｝ゲられ＝うよう．！今回r調b査：団力ζ訪欄「

した各横’蘭で険く要望走れた

　丁OCでイβつた｝ご（穿（号頁めスケジ’ユ．一1レによれは＝

F（辛砕盲にr、ノタク6’∠ヰ末に《礎ての1観測’体肺！をヒ1乙

4フえ半・年の庫侑斯1訂を蟹Dす三のち、ノタクク年ヰ・頃2フ＼

・ら構さi照二う⊂ヒに三ってい3

　い／岡。では、面太平洋地域〃フ静止：＝気象衛星｝さ、F

er（弄丘にz．つて・特に～必要であ華）、そ〃）欠除ぱF（教荘

ヒ重大灯影鯉を与えろヒ述べマし1た

ご勲



z－z静止気象衛星縦碗状

　（／）＊回の、∫凹8ぱ、／タク〃・年ノ〃可、フィルコ・

　　ブ才一ド出始注し翫甜肋醗で1街当初

　　新技術の利雨を髪少限にす3っカりであったカぐ、

　　咲際匠点心～を行なう羨晴γ：お’いて、種ノく向題力ぐあ

　　う2とカ・こ判薦し．経貴ぽ．契約当；初ノ）、3凹S－A、

　　3および碍0『E、∫一ハのフライ・トモデル3イ固につ

　　きえ’グ誕万5・〃〃N）し劾シ〃〃万ド｝曜飲

　　な多ものヒ卜われ純麺右延びう右回となった。

　　　8凹Sぱ、窺江エンジニアリング’・モデヨレカぐイ皇

　　ら淑てU多。）博3尺についてぱ、ヒニュ≠フぐ9エア

　　ークラフド，社系のサンタ・ノぐ一パラ・ウサー与・セ

　　ンターでアげトタイア・カぐぼどんヒ♪出、来上ってあっ、

　　クロには、ブイ1レゴ・ブ才一ド㌧社に搬入され、衛星と

　　の。μダ無爵杁有加れ多そ定で・あ

　　’う、

　　　本年ク阿には、設計および・需発の殺：階を終えて、

　　フライ｛＼毛デ1しの回忌に入り、5・凹8一酒ぱノタ久デ

　　与〃恥二．3凹∫一βはノ9ク4年婿に打卸ず’

島／の

「
一
ず

　

　ら謡うそ・定であう、

　　既に主后「ξ「題は解庚されてあ’・り、現在、順調に

　府発汐く進勿りれて｛1う2と刀・り、上記打上コブ蒔賄

　は、｝｛f＼』確定的ヒ廻われう

“ノ幽の0薩Sで賦Fααεのため闘あ寸一

　妬計画を二進してきたカぐ、種々の三二12。よリ．

　匠8κoに対し、装同出発を申し入れた．ε8尾

　oでぜ吻z趨磁卦画観直し、こ一山躍。

　の計・面＼∠し．　ノ9ク∠2手末迂で’｝こ1｝ク」ジ乙ωくレ♂左打幽

　上1点てZをノタク／年忌ゆ麻定した、

　　五S尺0でぱ、本年8肩にx一カーカ＼ら衝星本

　体，〃）フ・ゴホ．一ザしを要・請し　、ノマ月’にぱ、・仕様7と

　決の、爾年8勘こ1紘衛星本体と、地上旋該につ

　Pでのメーカーの宮垣を行為う子鼠であう

　　た二六弗h。フDて）一図心力・ら多隠継dだ●

蒔痛ノ靴あり、すで・にエンジン、・マトラ社繭

面して籾、畝契緬く：パ削二行なわ縮綻

∴陰の∴擢丘⑭の卿εのミツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！り



シヨンたらび凸に凶33κ・り柱能につし、てば表ノ〃）

とおりであ多力ぐ、静L止：：気象衛星システム直1の共漉：

ノ｝庄あ弓い｝す1舜：立ノ陛についてi寸、：～享急に詣し・合うへぐ

・きだ㌔ヒめ麺寛が．〃。ハA、百∫κo、W習。等の

概｝刻力＼わ出・さ・」！し、本昇9月臨頃．eo碗／2棚・に

関すう会’合力ぐ｝訂催さ淑ろ予定であう

薮／　ミッション比較表：

ミ　ソ　シヨ　ン

弼
講
掛
一
歪
手
や
一
－
ー
ー
ー

！ωの∬κにお雲の珍説（／ノ

冨ノ　5⊃蕊〃～ノ4・ク〃〃’催f前のアワ　（3♪

　　イ等4）自’動観三局力＼わ4）デLタ

　吹集　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　i
（4ノ瓦町局へ気象鴎の」懇

　彪　　　　　　　　　　i

匠縮磯モニター　1

I 仔創，8　　i
同，左

の画像め脇×孜送

　　　　　　　　　ミ地掠局て旭理した雲1

　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　レ
　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　；
データ収集　　　　｛
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細

2＿3　青季止気豪衛：星打上げ肩ロノアツト

　　糊郊勝、φ・E∫等の打上げ財ロケッ髭

　しては、　／〉鴻8！ハのデノしタ　．29／4・ロゲット使甫カマ

　3夫淀されてωろ・　デルタ　29／ダはマクダ’ネル　＼ダク”

ラズ社か・主契約者窃って住産して（協デノしダ欄

　ケットの一理1式であグ，当初，ノ公宏セれτミ．形次は疲

　ね1図／4）とおり’であろか㌧　今回の三三によリ．　：2鵜

　目の液：体〔コケッ杜〔ンシ㌧1まエアロ．・ジ’エッ尿との

　ハコー＿ノノ8Fカ＼ら　r尺・レ〉ネ士ζのも、の（筏変更セ：ノ舌Zろ予

定ま・あろ二とを確認した．

　　T御ネ劫エンシ・ンに同社加ア鋼コ計画肩着陸

船4・三下甫エンン’ンを閣発し矧薯だ校：術を蓬盤に作

　られた物て・．畷在の為び一／／8Fと比へべ．佐

　爺的には障1で同等であろか．　よジ高信頼イ生．　安価で

　あろと二三イ筋ざれ　（いろ．

　　Eβ尺0にあ・いて購発中の（量E：lvlぶもノ　デルダ

　♪9ノμを雨eてノ976蜂末にケーフ巴　ゲネ1デイよプ

　打上げられ：る予錠℃行：っ・（Pろ・米国に∫打づ’ろ申込

　み1よ、打上げの豚ほ竣年前にσ諏ぱごよいとのこ℃で1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》舌♪
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正式交渉はまだなセれていろわけて・ぱたいか・、ヌヌ万

とも暗象苓了解の熊であった，Eぶだ。ヵΨ29／γ・乞揮1

用す糎由は・琴しpo（ε細雨砿κ伽叙議a

迎扁ヴ吻編（残グ吻誠歓）が闘桑中のログマ

ト．ヨーロツノ＼。丑かイ蕎星打上げ能力め面で下足して

おり，ヨ，口・ソバ。皿はま≠ゴ櫃：倉計画の域驚を宏一くいな

い故と！のことであった・

　〈／・4・9・4才旦当蜜によれfr卦．デ’ルダ　・ロゲツ　トめ型

式は大体／／～∠な拝毎絵更新され．・陛下訂上されろ

の功剛従来のイ刻であった力鴎　29／4型はそれらまり紋

寿命が長く，ノ9フ3年よソフざ．～クク年頃まで綾（

，見込みとのて：と，で・あろ・

　29／4によ：うす了上げ’経衡は、　ロケット本体およひ

打幻ず業務を勧沃費用てして辛勺64。万卜・ノし，射

痂荊奮凱て約／・・一鳶・万ドル℃行ってお

り，　こ＝の価修は，米厨4）内外．いずれよりの・依頼k

対し’（も同額でレ　（多E紹8ミt画の軽貨もこの稼で・計

上＝さ渚之てρアミ。

　わか・国ζの場・含．　29／～∠を　米画1気おいて膠四丁上げ㌧ろよ

季

鋼

鰯

蝦
鎖

依頼すろ際！失は．E5・々。てほぼ同様の条件で壷け

〉＼れられるであろう：ことを罐誕1しア㍉・・また．　29ノダ

繕入して・鉢磁慰リ祉げろ二ζ肩解

ヒクいて調査すうたぬ討議を重・bπ帆輸騰物

の煮において｛封務・省にr即答：’を差し樫えた。

　また．百本で打とげ・ろ場台、〈の∫Aぼ打上げの

稼術権導を行なうことは．人員の着給1二よリ不鮪ピ　・

であろとの二二であった．

　フつ）スのC／〉石：ぶヒ支寸’し．　米国4）ロケ・ントに．よ

り衛星を打上げろこ℃か一フランス自イ本のデイヤマン・

に｝ケ・ソ　ト　4グ）　弄『七二ソ乱と）・〃）　よ　三フ　～て　イ玉～立つ　カ・＼　と・タ）　質朗｛t苅’　　　　　遡

じてけ，全然別イ圃のフ・ロシ・・エクトーで液反効票辱＝は考

之’（u毒いての面啓であった。
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2－4　・地と彪浸℃観劃逢用茱務

　／／）．米国では．チータ収得手にノ齢婁な妙、上彪設につ

　　いZば、震計を、メ／囲ハの協力のも巳に〃沼ε

月・加行なq　建表を、／く！∂・4・4が予算を・乙リ　入／

沼5夙60協かのも・乙し竹なつ・ていゐ．：ま遊．4行星

の蓮用Kついては，入／0，4．4かごチータ4回忌　解；忌

めみならす衛星のハウス、キーヒ◎ソク＼位置劉御

等をむ行なっていみ。これは　況在米團か，打上

い五衛星の数かぐ多く，ル・汚∫沼加すべての衛星あ

箋制を行ほわことかぐ出熊なMため．　ん／〃，4，4に諺

制等も含めすべでな移賦していみカ・らである、

　衝星打よ．チについては．衛星〃りお〔よ．ゆから／ラ

ン尺ファー・オ～ヒ・トまでを／▽み3月かぐ：胆誓し・

アホ・ジ・モータ～，燕メ（以縛は　／γ、4，∫ノ4力職負め

協ガを得て　〃0沼ノ4が・行なう＝・乙tなってい’ゐ，

　／ゾ・細では従因．ら．匠∬ん／v囲月

万言6が等の晴勤羨綱慮上彪継虜してい

、ろ．このため∫〃∫に奨婆な鵡」鋪色讃む　こ熟ら

彪設工め茨用を秀えてまヂノ　珍回・これらの施・設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙！勃
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　のイ也1こ新設ぎ要すカアンテナや：丞受・信オ浅等：ノペ・発注

　さ八た。

（2）　ヒ∫疋0｝くま，・いてにt．面一1ベイソ中｛多ρ4）タ》レムン

　ユタ外にチータ処望セン鉛蛎艦し・顕津な

　画稼処望免行なケ予定であみ、また、蒙首契約に

　ついてば灘蘇や衛星本猟、弦L施設の3み野

　に・分1峡施する落えのようであみ、

　　た5尺ご）がノ艇匡1に，汀よコプー依頓を行なつ湯准〉、米

　覆hよ．打』L、釣からトランスファ＿・づr一ヒ∴トま一で

　乞担旨レア1ホごジ’そ一ジ㌦点メく」吠降ば、五∫尺

　o劇に耳姥謎れゐであろう℃のこ℃であった．

eの
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簿
ー
ー

2諭静止気激衛星ラステムの勇榎ヌ塁貨

　　静止気。象衛星つステムの所要軽貴については，貿

　縛が各サアラステム毎に行探われること、改：存め施

　投を崇用一ずろこ巴辱もあソ　ヌ総額を商単に杷握．すろ

　こヒは困建であん。一また．米国にお・いく（夏ら友みよ

　う閉％途ゴ中において整貨力v瑠うぐずること占あ珍かご一

　今回粥登団か渚周査しセヌち泉をま・ぐの躰Uま表2のとあ・

　りで’あみ。

誼…一．

ごみつ
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工米　　国二［匠5々・
劇3獅卵し（〃。糊）
　1
（注）晶晶34固，　／部

　閣％賓を含む，

　v・／5s尺四壁ます

1

如加レ（／嬬司
　　　　　　　　　　　｝
c主〉衛星2イ図．　閣荒

　　首を・含あ．〃∬Ri
　　　　　　　　　　　；

　　蛤ム．　　i
　　　　　　　　　」
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2＿∠　そ　の他

　2一∠一／　ヰ支術覆亘力

　　　わ力個か《鈎二戸の一：環℃して気象衛星の

　　閉’絶室：早飽に行なう、たあには．列＼風からり技術俵

　　助を綱首量：期好しなけれ戚なら旧いか耐．，今回の鋼

　　査に汝れは・　その可能／陛につい一（は朗ろい出置し

　　であ，ろ．

　　　すでにわかぐ国企：茱にあ・（、てし　それぞれ．の外嵐

　　提塘企巣℃の闘の凄触か行鋤っ奴お・ユ先励

　　．疲術李鋤に関しZ；まン後極的込あカ。

　　　一労灘繍出嫁釘ずる立湯にあみ関係凄矯競

　　関に和・てもわか囲の劔即への；豹髄三山

　　臣おり・夜衡後助周題ぱ企寒隅の周題であ齪

　　しなかぐ・ら渉、　ぢ丁能な’協ガ｝（閣して1ま．薇旦力窒／屈しま

　　蜘℃の驚幻な表明しセ．

　　　鱒に三三周にあ＼⇔ては．ノラ49辱の交揆公文

　　に三つ・・Gて．加牛に関ず冶後助が行なわメ・（みこ℃

　　になっていみ。
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2一乙一2ノ寸く・ストアオぐ。口計画

　　乗淋ア細汁画ぱ調麹の調藪倣i磁含

　まれていながつたが・・網島国去力＼同計画｛⊂姓す

　ろ）bが国の務掬閉題髪拶婦づ〔す，ろ責任租当箱向てあ，ろ

　こ漉あつで／＞4∫んま翻民団のた・めに粕

　屯劇い一く1司計勘を託爾すみ・寒いわ：熱1臆な委勢を

　示した．

　’なお、会薇の内容｝まイ寸録に示＝す．

　の　臼　時　　昭孝ロ4ク年ざ月ノ6口

・2）湯汁　溜∫河ん露．尺卿妬。。《

　　　　　　　　磁・・〆瓦

　（3）出馬老

　　　　　　　　　　　　　、
　　　　パろ45，4側　倒傑鄙

　　　　　　　　　画し4民〃夕励以下6名1

　　　　日；本側　　網島委眞以下タ彦（内与る．

　　　　　　　　　在米大使館）
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3所　毘

　　今吻調鯛の調壷に対して賦米財欧州共遠景

　者ぱ．非常に協力的でうろつち

　　購威勤却軽っ媛飢て蜘傾向嗣
　しくぱ．　関イ糸窟1司トに，お・v＼て討議しだ回袋多透書類として

聯レまたロ頭の負固に対しくも、者方の翻碍のゆ

　《よ、う忌明レ（努：かし一（＼へた。

　従って珍鰯・か勿詐い・数多的資新も得ちれ

1極あ一（；宿益であっ庭。

　　これ減・彼欝が、調査厨は日本簾が、その副総

力の一環としてφ駅ρ略加する勉の薇縣

　行方法一を見歩一ナたあに派遣．し庭ものと考えておつ、筒

踏に・θ叙鞭民謡が励かるこ初ざ鍋疋舛

威礎ぜる」二において絶断面，で診ると誓え姻唆か

　らで養ると思わ身’じる。

　　ま允欧凪特にフランスにお“く威わ《倒嫁

　肇依術をかなり高斥評価・しておク．気象衝星の国際協

でのみなろナー　醐な穿翻発弼にお＼へても相

　互の捜術交流マ技術；堤携に績樫蔚で初つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ2の



　米国め気琢衛星に対ゴる葱度は、0回忌ρへの参加

協ニかめ面からも、まr乏＊：国画応4）気霧號測綱

強化み面からも．是非れ上別なげれねこならぬもみと老

　

フしく＼パる。

　、従つく・承国は、静止，気房繍屋達でをるお’げ速：撚

幽三際こと醗れく斌勿最伽3〃β
’次・／ヲク3年忌（までに、また．うヤ£小s〃5が〃ク4

・年春ま：でにれ二上．げ・ら詰る・ことは面高“せ“ヒ考えて

よ＼へ、

　あが薗の気象萄塵嵌イ歓対づ多索瞬の患震ば、そり

土要メーかで誘ブイル争フ術ド社、ヒューズ

ネ土共、夫々あ提携究、即考，三，姜雛、旨：本電：気に茨

術壱供記しく支授つる三極的態度乏示レ（お久ま夷、

踊＝楓封たる国：務省、〃図εハ薯養こ飢を漁民的に支

楼rするイ本爾1に勧る。

　固務箱は　葎薩孟に膚一する限：ク環，在の臼米面め蚕喚・公

3⑫蔑三二嫡供与が請俊考え一ぐ嘱ゲ

　冒ケヅトにっwてば，顔SAはそりδ〃6雀打考

とかるた拗礁ソー’プ♪レタの玖侵型どヲ／4芝使屠
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〔する：方針である六、米戴ろ四ケ・ソトは通常／へ．／5穿

で改良さ1れく，おク、29／4そ・うものも、魂在£段冒．

に槙用をれてv・る房雍一／／8・戸が、次のロケット

よリア尺〃社．4）ものに三二凄彰れ，る℃とに．なつく：〉、：る。

　従・）て、わか函が／ヲク6蜂ある㌔へは／ヂクク葬に、

・静弘：気象衡星壷打ぢ上ずる亀あと一ずれは・．ス鍛冒あ。〔1

ケットに7飾社めε癬学位謝ることに郷炉
う。

　わズベ国1か打’岩一Lザる／γ為、SA陀依頼する湯≦〉は：、

ル弥3琳喜んでヨ陛愛げてくれる次、功射威が

2タイ4老煮飼より購入レわが函でれぢ上げちこと

にっ〉《城　多くの甫題かある。

　脈廟妹・・米国6駐日縦マイヤ＿氏は、二天の太丙

二三杉1術方長修に対して　ロケットめ瀦4｛3，4による

打L囎勿論自本伽ゑ記すればロケット菟白本嶢

亥吋ることお豆r能《％ると朗彦した．

　調査：団ば　こめ薫について團務省の確認雀乗め庵と

こ行国務暫威　この噸には卓急に回管威でをな“

との＝：とでづろっ吃。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の：♪
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　　　調査宙弍ク、ロケット購2＞ろ能舌は：わが国め静止気

’象衝星に対サる態働賦に重火・嬬係か脇るので『 ﾅ逡
　　る爾盗かに回修してほい旨串し入れ毯衡なつだ窟

　　4肱武の会教から底鰯鮨ぱ、⑭向題に簡ての

　　固答燃し得な》立湯に回るとあ印象を麦げ乏．

　　　また　かクに・わ六国か虞9ノ¢ロケット雀素国よ

　　り購入レ得たヒしても、1これ訳、組み立て、三三、づ鹸壷、

　　干網の呪術勧四ついて朔・sハの援助綬げる

　　ことは不三三〈卜一あク、わが国あ基地よク才イすよ一げるこ

　　とば衷際伺題として極劫て困難であると思われる。

　　　三門に船げる静上気縁衡星なβ｛3ρ0宅ψ心とし

　　一（鞠ら丸一（㎞るか・この計画につ〉・〈ぱ、加〉＼各酎

　　の承認もブみそ算老置も行われてい＝るので、今後像

　　調に髭毒もりと思わ穿レる・

　　　左ε魍、轟，麟でには劫一触定旅

　　＼へ／タク6昇：末にば・ぞの静止気：象衡星雀〃んs凶4＞

　　与κ・よって打つよ，ゲるへこぐ確彰をるっく誹画を進あ

　て〉＼：ろ。

　ひ
　　　今回の翻船団あ調査の冒的の／・つにレ／53ズの両
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題があっだ。

　猟巨1のゾ／＼5Bπば’す：でに、サンタ・バーパヲ・リ

セ4亙ンター（ヒューズ牡の給初で％縮近

匿切、ぞめ性熊についでも品題はな〉、と思わ回る。

ま充ブイノレコ・フ貯ド社で嚢イ紳のS〃5、ヒろ

趣の噸題も殆んど解派してV・ろ・

　しかレ忽かろ，あ《匿1が’こ〃）v’／5S尺だゲ老単独に

購入で老るか否、かについくは、か・なりの固雇亘が協る。

そ嶽ノま、こ4＞γ／・5）Sだ雀研就開発したメーカ㌧の営i業

政簾御・らんで略ガ％で一ある．しかし煽咽がど

うし1（もV／ε5々庵肖轍に購入ずる薩要武生し咳陽

合匹ぱ・・帽β4ぱ最大隈め協力・毛してくれるばずで

ある・

　〆／53！ぐにつv＼　（、　もろ／つ三二に，二一する：ことば

フランスのエンヅこノ・マトラ社で威発しり乞ぷ（射計で易

る・こ～醐米国のも〃）と比べ長短感認るが実勲磁

蝉なく・κS溜0ば、℃の声（射計遠使用・することで・

窃・画憲進めて＼〈る。

　この旗尉計4）滴剰＼《づ』るところは，光導鮒殺計に曜配

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ9



ノ慧・老カロえて：　全依の形状rをコン）博．クトにし．　：重量庖軽

　く　し≠乞とくニノz）レZ吉ろ・る。

　こ勉によr）《1．多・ター比重はゴ＼き＼〈六、熱膨面係数の

ノムさ瓢材料蓬使用ずるこヒ雀可1能とし、衡星弘め熱詠

計上の磯憲容易にして“る．

　こあ瀕噺駄国の3〃3式糎に姻ずろことに

つMてば、：フイノレゴ・プオード、社、エンジン・マトヲ．

社両者に妬いげ（、琢に充分検詩ずみで一あって脚題ばな

いと彰って“るが・イ1紛にもこれ紀広実験豹裏イ赫穴

意〉＼ので・・今衝わが更国が・：こあ放射計・rをr珍慮づ」る山亭

かご生じ覆場合には：、：更に、深く鹸討サる雌要；次透る。
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邸々。・卿。雑麟して・徽歓記し礁轡
罫竃雛ずると　夢向のヂ，A群・ぼ、わか飼め易易伽

あつく　女参2φて成切・ず一るもの晦1えろれ〆てお．り、4麟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～㍉．

はあか齢面こ太平洋よ二畝4の静止雛山亭零上

ゆるもめビ〃）前提のもとにそ飢ぞ九掴宅進めてMる．

　ノ従って．わが國の参か蓬可能女ろいφる一た》動Cは、

あろゆる繍・文媛ば記しま看＼〈と硬渡で漏る。

曾の

　一づヲ、θ・4！2ρそ：のもめば、　／タ5／雪手／£擬のiヤ

ノ6口国聡会で行まわ嫉嗜薇空圃三和剰漸に関

す獅鰍力の猫繍蛯してお久わ掴とし

ては・国成の気象観測整；備の帆濃としてのみなうず・、

菰文国膿協ガの立陽よ汐、この固題走考慮ザる輿要於

あると思われる、
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　　　　　　　　翻計欧ついては，・その国際的意義三内縣業務の改善への効果等から・昭和％年度以来溜の腰回の一栄．

　　　　　　　して推進しているところであるが，GA：R．Pにおいては∴第一次GARP全球実験（FG噸・GE．》を昭和5●2年に実施する計

　　　　　　　画で斥の囎棘す網の胆気三星以テ確つ匠は・三綱ノ年末までに㈱カ：終わる干う聲されて紗・こ

　　　　’　この衛星シズテム即ww調の遂行に不可欠のもので畝まちわ綱の気象賜上鞘風・低気甲鯛離漿

　　　　　　　時監鵬晒雛鋤果をもたらすとともに・関係鰍禍と姻発殿岬の気鱗務の野獣寄与するものであり畠・

　　　　　　　西太平洋・アジ馳域各即技舳，棚的能力等を勘案すればゆが国艸核とわて・この解システムを顛す紡

　　　　　　　要がある〇　　　　　二　’　　　・　　，　’　　　　　．　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　以上の状況にかんがみ酒太平洋・アジ馳域闘う静止気持早ス払の実現ゆいては潤係各国の励を郷・
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